
だい こん品種 「いわて青 首 」の作期 拡大

高冷地開発センター

1  背 景 とね らい

近年、 県北部や高冷地帯において夏 どりだいこんの産地化が進め られてお り、 栽培面積

が急速に拡大されている。 これ らの産地の定着化 と規模拡大 を図 るため には、特に需要の

伸びの著 しい青首だい こんを全出荷期間にわた つて栽培 し、有利販売 を図 っていく必要が

ある。

しか し、 一般に青音だいこん品種は抽台性な どの関係か ら、 早 まき作型においては優良

品種が少ない。 本県では、 昭和 6 1 年 度に 5 月 下句～ 6 月 下旬は種品種 として品質、 収量

性に優れた 「いわて青首 」を推奨品種 とし、 高い市場評価を得ている。

そこで、 こ の品種のは種期を前進 させることがで きれば、産地にとつて販売上有益であ

ることか ら、 そ の可能性について検討 した結果、 その成果が得 られたので指導上の参考 に

供する。

2 技 術内容

1 ) 「いわて青首 」は、 「おはる 1 よ り晩抽性であるので作型 を 1 旬 前進 させることが

可能であ り、 は種期 を5 月 中旬ヽ 6 月 下 旬とす る。

2 ) 適応地域は県北部、 高冷地帯。

3 指 導上の留意事項

1 ) は種期の安全最 低気温は、 は種後 1 5 日 間の最低気温の平均が 5 ℃ 以上 とな る日を

目安 とする。

2 ) 6 月 播前は生育後半肥大が早 まるので適期収穫につとめ る。
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4試 験成績の概要

表 -1 は 種期別最低気温 と抽台

(昭 62:高 冷地開発センター )
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表 - 2 収

抽 台 : 肉 眼で観察で き る抽 台長 5 c m 以 下 の もの も含む。

最 低気温 : は 種後 1 5 日 間の平均

(昭 62:高 冷地開発セ ンター )
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